
ふれあいプラザ再整備計画の策定に関する意向調査について 

 

意向調査の名称 金田地区住民アンケート 

調査の目的 

新ごみ中間処理施設の整備に併せて、新しいふれあい

プラザの整備を予定しており、地区住民の意見を反映

した計画とするため、意向調査を行った。 

調査の方法、対象 金田地区全世帯へのアンケート調査 

実施期間 平成 29 年９月４日から平成 29 年９月 17 日まで 

調査対象者数 １，１１５人 

回答者数と回収率 ４５６人（回収率：４０．９％） 

担当課 環境事業課 結果公開日 平成 30 年７月 25 日 

調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

１ ふれあいプラザを利用したことがありますか。 

２ ふれあいプラザ利用頻度はどの程度ですか。 

３ ふれあいプラザで最も利用する施設はどれです

か。 

４ ふれあいプラザを使用していない理由をお選びく

ださい。 

５ 再整備において整備を希望する余熱利用施設はど

れですか。 

６ 再整備において整備を望むその他施設はどれです

か。 

７ 新しいふれあいプラザの再整備について、ご意見

がありましたらご記入ください。 



調査結果の概要 

 

・利用したことがない人も多くみられるが、週１回以上

訪れる人が回答者の３割を超えており、普段使いで

利用する人が多い施設となっている。 

・現在の利用状況ではプールの利用が最も多くなって

いる。また、プール以外の余熱利用施設として、足湯

やジャグジーを希望する人が多くなっている。 

・その他の機能としては、トレーニング室や飲食のでき

る場（売店や軽食コーナー）、スタジオの設置を求め

る方が多くみられる。また、若い人や幼児・子どもも

使いやすいような施設環境が求められている。 

・自由意見では、プールと浴室をつなげてほしいという

声が多くみられる。 

 


